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 瀧井光夫「オバマ第 1 期政権のマクロ経
済政策とその効果」『桜美林大学産業研究所
年報』(第 31 号、2013 年 3 月)によれば、
リーマンショック後の経済危機に対応して、

















































2013年 7月）は 2012年度（2011年 10月
















48 号、2013 年 7 月）は、投資銀行（証券
会社）と商業銀行の垣根を築いてたニュー
ディール時代（1933年）のグラス・スティ
ーガル法が形骸化していき 1998 年に正式
に廃止され、多角化してグローバルに展開
する金融コングロマリットが登場したこと
を紹介する。しかし、規模が大きくなりす
ぎ経営できなくなり、独立採算性の事業部
なので多角化してもシナジー効果がなく、
グローバル化はリスクの地域分散でなく、
思わぬリスクが突発する場所を増やしただ
けとなった。リ―マンショック以降、金融
関係者の中からもグラス・スティーガル法
の復活が提案される始末である。しかし、
規制には抜け穴がみつけられるので解決策
にはならないと主張している。 
 アメリカ経済はまだまだ巨大で、わが国
は好むと好まざるとにかかわらずアメリカ
経済と付き合っていかなくてはならない。
政治的側面も考慮しつつアメリカ経済を多
面的にフォローしていくことが必要である。 
